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市
民
意
識
調
査
か
ら
市

政
へ
の
評
価
の
変
化
は

問
　
商
業
の
活
性
化
と
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
満
足
度
は

30
項
目
で
一
番
低
い
が
、
ど
う

分
析
し
て
い
る
か
。

産
業
振
興
部
長　
大
型
商
業
施

設
も
で
き
、
前
回
調
査
か
ら
若

干
満
足
度
は
上
が
っ
た
。

問
　
商
工
会
議
所
の
調
査
か
ら

大
型
商
業
施
設
の
開
業
が
中
心

商
店
街
に
悪
い
影
響
が
出
て
い

る
と
思
う
。
以
前
、
差
別
化
に

よ
っ
て
商
店
街
も
活
性
化
さ
せ

る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
結
果

を
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
振
興
部
長　
競
合
す
る
大

型
店
で
影
響
が
あ
る
。
商
店
街

が
魅
力
を
発
信
し
、
回
帰
さ
せ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
全
国
の
調
査
で
は
、
大
型

店
の
出
店
が
地
元
商
店
街
が
活

性
化
で
き
な
い
理
由
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
心
配

は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長　
人
が
住
む
所

と
商
業
活
動
の
近
接
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
地
元
に
密
着
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ・

プ
ラ
ス・ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ま
ち
づ
く
り

問
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

は
、
都
市
の
郊
外
へ
の
拡
大
拡

散
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
生
活
関

連
施
設
を
集
約
化
す
る
こ
と
と

考
え
る
が
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
数
か

所
の
生
活
拠
点
を
設
け
、
都
市

店
が
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
今
か
ら
市
民
と
課
題
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
交
通
な
ど
地
域
公
共
交

通
の
運
営
は
ど
う
な
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
の
で
、
庁

内
横
断
的
に
検
討
、
研
究
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
国
の
地
方
公
共
交
通
網
形

成
計
画
で
は
、
地
域
公
共
交
通

は
独
立
採
算
で
行
う
と
あ
る
。

民
間
又
は
住
民
組
織
で
行
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
地
域

の
課
題
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
を

市
民
と
検
討
し
、
主
体
な
ど
を

決
め
て
い
く
。

問
　
今
で
も
買
い
物
不
便
者
が

い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

は
別
に
高
齢
者
な
ど
の
買
い
物

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
早
急

に
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

機
能
が
高
度
な
地
域
と
公
共
交

通
網
で
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。
南

北
の
核
と
西
部
地
域
を
基
本
に

生
活
圏
を
立
地
し
、
移
動
環
境

の
確
保
を
目
指
し
た
い
。

問
　
な
ぜ
今
こ
の
施
策
が
必
要

な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
医
療

や
福
祉
、
商
業
な
ど
の
都
市
機

能
と
居
住
区
域
を
適
切
に
配
置

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

問
　
本
市
の
人
口
を
２
０
３
０

年
で
25
万
人
、
２
０
４
０
年
で

23
万
人
と
予
測
し
て
い
る
が
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
地
方
の

過
疎
地
域
を
対
象
に
し
た
施
策

で
あ
る
。
一
定
の
人
口
を
維
持

で
き
る
本
市
で
必
要
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
人
口

が
減
少
す
れ
ば
、
歩
い
て
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
た
医
療
や
商

公
共
施
設
駐
車
場
有
料

化
の
提
案
は
見
直
し
を

問
　
駐
車
場
有
料
化
は
文
化
や

芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
マ

イ
ナ
ス
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
文
化
や
芸
術

に
親
し
む
思
い
は
理
解
し
て
い

る
が
、
一
定
時
間
、
一
定
面
積

を
占
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
利
用

者
に
負
担
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
教
育
関
係
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
議
会
傍
聴
な
ど
の
利
用
に

減
免
が
必
要
と
考
え
る
が
、
対

ん
を
積
む
と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長
　
研
さ
ん
と
い
う
言
葉

が
お
か
し
け
れ
ば
訂
正
す
る

が
、
授
業
で
子
供
に
指
導
す
る

に
は
十
分
と
考
え
て
い
る
。

問
　
導
入
し
た
学
校
長
、
教
育

委
員
会
の
責
任
は
大
変
重
い
。

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
も
地
域
の
理
解

を
得
な
が
ら
学
校
長
の
編
成
権

に
よ
り
選
択
し
た
い
。

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

住
民
が
住
み
や
す
い
街
作
り
と
は

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
か
ら
考
え
る

渡
辺 

敏
光 

議
員

産
業
振
興
部
長　
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
商
店
を
募
り
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
地
域
公
共
交
通
導
入
の
考

え
方
は
い
つ
で
き
る
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
今
年
度

中
に
市
民
へ
公
表
し
て
い
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問
　
立
地
適
正
化
計
画
で
居
住

誘
導
区
域
外
の
公
共
施
設
は
廃

止
し
て
い
く
な
ど
区
域
外
の
人

は
住
み
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
区
域

外
で
あ
る
か
ら
廃
止
す
る
考
え

は
な
い
。
ど
こ
な
ら
快
適
に
住

め
る
か
を
研
究
し
て
い
く
。

問
　
計
画
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
は
な
く
、
市
民
と
接
す
る
職

員
が
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
知
識

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
連
携
し
作
り
た
い
。

所 属 議 員
日本共産党平塚市議会議員団

松本 敏子 議員

　目の不自由な方に市議会の活動状況をお伝
えするため、議会だよりの内容を音声化した
「声の議会だより」を発行しています。また、
点字版も発行しています。
　ご希望の方は議会局までご連絡ください。

象
を
い
つ
ま
で
に
示
す
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
６
月
下
旬
に

は
公
表
し
て
い
き
た
い
。

平
和
を
語
り
継
ぐ
教
育

問
　
教
育
基
本
法
は
平
和
に
つ

い
て
の
記
載
が
あ
る
が
、
奏
プ

ラ
ン
に
は
な
い
。
次
期
策
定
時

に
記
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
次
期
の
内
容
に
記
載

す
る
か
検
討
し
た
い
。

市
内
中
学
校
で
の
銃

剣
道
授
業
は
中
止
を

問
　
銃
剣
道
は
旧
日
本
軍
で
戦

闘
術
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

競
技
者
の
多
く
は
自
衛
隊
関
係

者
で
あ
る
。
柔
道
や
剣
道
と
同

じ
武
道
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
武
道
の

一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問
　
全
国
の
学
校
で
実
施
し
て

い
な
い
銃
剣
道
を
授
業
に
導
入

す
る
の
に
、
教
育
委
員
会
に
相

談
せ
ず
学
校
だ
け
で
決
め
た
こ

と
は
問
題
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
現
行
の
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
武
道
の
種
目
と
し

て
実
施
で
き
る
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
課
程
の
編
成
権
は

学
校
長
に
あ
る
。

問
　
保
護
者
へ
の
文
書
に
教
員

が
研
さ
ん
を
積
む
と
あ
る
が
、

３
日
間
の
研
修
会
参
加
が
研
さ

駐
車
場
有
料
化
と
市
内
中
学
校
の

銃
剣
道
授
業
を
問
う髙

山 

和
義 

議
員

　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願２件はいずれ
も不採択とすべきものと決定しま
した。なお、付託された議案に対
する質疑はありませんでした。

都市建設
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第46号　平塚市都市公園条
例の一部を改正する条例
　都市公園法の改正に伴い、新
しくＰａｒｋ－ＰＦＩ制度ができた。こ
の制度で収益施設を設置管理する
事業者からは使用料をもらうとい
うことであるが、どのように決め
るのか。
　公募設置等指針に使用料を決

めることになっている。使用料の
算定はこれからしていくが、民間
事業者が整備費に充てるイニシャ
ルコストや使用料としてのランニ
ングコストがあるので、２０年全体
を見てトータルで考えていく。
○議案第47号　平成29年度平塚市
一般会計補正予算
　コンサルタントに依頼する予
定の５項目は説明があったが、本
市の職員はこの５項目以外で、何
をするのか具体的に伺う。
　職員は公募設置等指針の考え
方など根本的な部分を実施する。
また、龍城ケ丘ゾーンにおける公
園整備の考え方や在り方として本
市に本当に必要な公園が民間に
よって導き出されるか、本市特有
の地域性を考え、周辺地域との調
整などを行う。

環境厚生
　議案２案件はいずれも原案どお
り可決すべきもの、請願３件のう
ち２件は不採択、１件は趣旨採択
すべきものと決定しました。
○議案第44号　平成29年度平塚市
一般会計補正予算
　老人福祉費について、地域介
護・福祉空間整備等施設整備交付
金によりどのような施設で何を整
備するのか。
　今回はスプリンクラー未設置
施設の整備や高齢者施設などの防
犯対策の強化に使われる。
　交付金申請は毎年募集してい
るのか。
　基本的に毎年実施している
が、内容はその年によって多少変
わる。

教育民生
　議案２案件はいずれも原案どお
り可決すべきもの、請願１件は採
択すべきものと決定しました。
○議案第40号　平塚市印鑑条例の
一部を改正する条例
　印鑑登録証明書のコンビニ交
付を可能にするための条例改正で
あると思うが、その概要を伺う。
　コンビニ交付は、マイナン
バーカードなどを利用して市町村
が発行する証明書をコンビニエン
スストアのマルチコピー機から取
得できるサービスである。本市で
は、印鑑登録証明書のほかに、住
民票の写し、全部事項又は個人事
項の戸籍の証明、戸籍の附票の写
し、市民税県民税証明書の５種類
の証明書発行を予定している。

総務経済

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

声や点字の議会だより


